
     
〒248-0014　神奈川県鎌倉市由比ガ浜 4-4-11  （リラ自然音楽研究所内） 

チケットのお申込・お問い合わせ・主催 

TEL. 0467-24-6564 

〈定休日〉10月8日（水）、14日（火）、15日（水）、22日（水）、29日（水）、30日（木）、11月5日（水） 

リラ自然音楽研究所でも販売致します。TEL. 0467-23-8741  チケットのお申込 

※受付時間と定休日はリラ自然音楽研究所と同じです。 

〒248-0014　神奈川県鎌倉市由比ガ浜 4-4-11 営10時AM～6時PM 

住所　神奈川県鎌倉市大船 6-1-2　TEL：0467-48-5500 

チケット販売開始 10月2日（木） 10：00ＡＭ～ 

会場   鎌倉芸術館 小ホール　 

 

開場 12:30PM    開演 1:00PM 
前売   　　　　　　1,500円            全席自由 

※ 車椅子席はお問い合せください。  ※ 未就学児の入場はご遠慮ください。 

（鎌倉芸術館にても販売します）
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講演 1「義経はジンギス汗になった」　 
　　　　　　　　講師　七海 晧奘 

講演 2「鎌倉から、世界へ霊性の風吹く」　 
　　　　　　　　講師　山波言太郎 

後援 鎌倉市

歌　　青木由有子 
舞　　月読かぐや 
ピアノ 星野由利子 ／ 笛 水元  若 

主催  義経と静の会 

な な う み 　 こ う そ う  

つきよみ  

みなもと   わか  

ゆ う こ  

協賛 NPOかまくら緑の会   かまくら桜の会
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やまなみ げんたろう

講師 山波言太郎 

 1942年生まれ。1961年電電公社（現 NTT）入社し、発明特許など。2002年 NTT退社、モンゴルを旅し、義経＝成吉思
汗の確証を得る。著書『ボルテ・チノ 真・義経記』『郡山市における静御前物語』『隠された郡山の戊辰戦争』。静御前終焉
の地福島県郡山市で「静ミレニアムの会」主宰。全国歴史研究会会員、郡山文化協会理事。「義経と静の会」顧問。 

　1921年生まれ。詩人、リラ自然音楽研究所会長。慶応義塾大学経済学部卒。リラヴォイス（言霊発声法）を創始、自然
音楽を開発。著書『神の発見』『人は神』『変革の風と宮沢賢治』『音楽進化論』。その他著書・訳書・詩集など多数。 

ななうみ こうそう 

講師 七海 晧奘 

〒248-0014　神奈川県鎌倉市由比ガ浜 4-4-11　リラ自然音楽研究所内 tel.0467-24-6564　fax.0467-23-8742 
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 （歴史作家　画家） 

（「義経と静の会」会長） 

あお き ゆ う こ

歌　 青木由有子 
　リラ自然音楽歌手、作詞・作曲家として、独特の清らかな音楽の世界を作り出している。1995年より一貫して自然音楽
を、傷ついた人と植物、動物の幸せと平和を願い歌い続けている。長年地元の緑を守る歌声運動にも取り組んでいる。CD
アルバム22枚、著書「妖精の庭から」。 

（歌手、作詞・作曲家） 
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歌唱  青木由有子  舞  月読かぐや 　 

プログラムの演目は一部変更することがあります。 

 ピアノ 星野由利子　笛 水元 若 
（作詞  山波言太郎／作曲  青木由有子／作舞  月読かぐや） 

（作詞  山波言太郎／作曲  青木由有子／作舞  月読かぐや） 

（作詞  高木恵美子／作曲  高木恵美子・青木由有子／作舞  月読かぐや）  

（作詞  土井晩翠／作曲  瀧 廉太郎） （作詞  武島羽衣／作曲  瀧 廉太郎） 


